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ま
た
、宮
城
県
東
松
島
市
か
ら
の
支
援
要

請
を
受
け
、現
地
の
災
害
対
策
本
部
と
連
絡

を
取
り
合
い
、支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

支
援
先
な
ど
に
つい
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、宮
城
県

東
松
島
市
か
ら
職
員
派
遣
の
要
請
が
あ
り

一
般
事
務
職
員
２
人
、技
術
職
員
２
人
を
４

月
25
日
か
ら
派
遣
し
て
い
ま
す
。ま
た
、広

島
県
か
ら
保
健
師
の
派
遣
要
請
が
あ
り
２

人
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。（
一
般
事
務
職

員
と
技
術
職
員
は
２
週
間
交
代
で
７
月
末

日
ま
で
を
予
定
。保
健
師
は
１
人
ず
つ
１
週

間
程
度
を
２
回
予
定
）

※
そ
の
ほ
か
各
種
団
体
か
ら
派
遣
要
請
あ
り

（
水
道
協
会
、下
水
道
協
会
な
ど
）

※
宮
城
県
東
松
島
市
へ
の
物
資
搬
送
に
は

職
員
２
人
を
派
遣
。現
地
で
被
災
状
況
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
庄
原
市
の

支
援
状
況　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
た

３
月
11
日
以
降
、市
は「
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
庄
原
市
災
害
支
援
対
策
本
部
」を

立
ち
上
げ
、関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
、

義
援
金
の
受
け
付
け
、救
援
物
資
の
提
供
、

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

い
る
被
災
地
に
対
し
、市
は
可
能
な
限
り
の

支
援
を
行
い
ま
す
。現
在
ま
で
の
支
援
状
況

お
よ
び
今
後
の
支
援
内
容
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

地
震
発
生
後
、義
援
金
窓
口
を
開
設
。市

民
生
活
課
、各
支
所
市
民
生
活
室
、西
城
し

あ
わ
せ
館
の
各
窓
口
で
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

４
月
20
日
時
点

９
９
０
件　

４
２
、４
５
２
、５
３
４
円

※
義
援
金
は
、日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送
金
し
ま
す
。

○
市
の
義
援
金

　

市
は
２
、０
０
０
万
円
を
義
援
金
と
し
て

広
島
県
市
長
会
へ
送
金
し
ま
す
。

（
庄
原
市
人
口
割
換
算　

約
５
０
０
円
/

人
）

　

３
月
24
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
個
人
か

ら
の
救
援
物
資
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

●
提
供
者
数　

６
７
３
人

●
受
付
状
況

品　名 数量（個数）

タオル 11,777

バスタオル 944

靴　下 2,553

肌　着 1,437

下　着 1,843

保存食 675

飲料水 592

内　　容 支　援　先 提供日

毛布・非常食 広島県経由宮城県 3月17日

長靴・タオル・
保存食など 宮城県東松島市 3月26日

水・非常食 福島県飯舘村 3月26日

タオル・肌着・
下着・保存食など 広島県経由被災県 4月 4  日

がんばろう！
日本

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
６

たくさんの物資
義援金を

お寄せいただき
ありがとう
ございます

義
援
金
に
関
す
る
対
応

救
援
物
資
に
関
す
る
対
応

職
員
派
遣
な
ど
の
人
的
支
援
に
つ
い
て
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「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」・「
応
援
し
た

い
庄
原
」へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る

こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
の
状
況
を
報
告
し
ま

す
。昨
年
度
は
、７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る

被
災
地
の
復
興
を
目
的
と
し
て
、「
災
害
復

旧
に
関
す
る
事
業
」を
新
た
に
指
定
事
業

と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
親
戚
や
友
人
知
人
の
方
へ
ご
紹
介
い

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
３
７
５
１
万
円

た
だ
き
、“
げ
ん
き
”と“
や
す
ら
ぎ
”の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
財
源
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
詳
し
い
内
容

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

shobara.hiroshim
a.jp/

）を
ご
覧
に
な
る

か
、財
政
課
理
財
係（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆昨年度から、特典メニューに「庄原市特
産品セット」を加えました。

平成２０年７月～平成２３年３月までの寄附状況
指定事業の区分 寄附件数 寄附金額（円）

（1）自治および協働に関する事業 6 560,800

（2）産業および交流に関する事業 9 1,083,300

（3）環境、基盤および定住に関する事業 9 95,800

（4）保健、福祉および医療に関する事業 50 3,338,800

（5）教育および文化に関する事業 31 6,188,324

（6）重点戦略プロジェクトに関する事業 8 140,800

（7）財政健全化への取り組みに関する事業 6 975,800

（8）災害復旧に関する事業 19 2,176,000

（9）指定事業なし 90 22,953,468

合　　計 228 37,513,092

　

５
千
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
方

に
は
、広
報
紙
を
１
年
間
お
届
け
し
ま

す
。

　

３
万
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
方

に
は
、広
報
紙
と
併
せ
て
、「
庄
原
市
特

産
品
セ
ッ
ト
」「
市
史・町
史
誌
」「
庄
原

産
木
材
で
制
作
し
た
木
の
器
」の
中
か

ら
ご
希
望
の
も
の
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢
は
、住
居
と
し

て
市
内
の
公
営
住
宅
11
戸
、避
難
所
と
し
て

総
領
町「
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
田
総
」を
準

備
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

多
く
の
被
災
者
の
方
の
た
め
に
、庄
原
市
と

し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
の
で
、引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

財
政
課
理
財
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
２

被
災
者
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
対
応

トラックいっぱいに積み込まれた支援物資
東松島市の阿部秀保市長（右）に支援物
資を手渡す職員

豪
雨
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

　

７
月
16
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

に
対
す
る
見
舞
金
に
つ
い
て
、前
回
掲

載
し
ま
し
た
３
月
号
以
降
に
い
た
だ
い

た
企
業・団
体
名
、個
人
の
お
名
前
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

見
舞
金
名
簿（
敬
称
略
）

【
個
人
】田
邊　

孝
子

※
見
舞
金
は
市
の一般
会
計
の
歳
入
と

し
、災
害
復
興
支
援
に
係
る
事
業
の

経
費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

４月 22 日に行われた職員派遣の壮行式
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